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富士山における突発噴火発生時の登山者対策
Volcanic Disaster Mitigation Plan of Sudden Eruption for Tourists and Climbers of Mount
Fuji
 
*吉本 充宏1、内山 高1、常松 佳恵1、馬場 章1、荒牧 重雄1、藤井 敏嗣1

*Mitsuhiro Yoshimoto1, Takashi Uchiyama1, Kae Tsunematsu1, Akira Baba1, Shigeo Aramaki1, Toshitsugu
Fujii1

 
1.山梨県富士山科学研究所
1.Mount Fuji Research Institute, Yamanashi Prefectural Government
 
一般に火山噴火では、噴火前に徐々に噴火レベル等が上昇することを前提にしているため，火口近傍に一時的
に滞在する登山客等への防災対策は行われていない．しかし，2014年9月27日の御嶽山噴火災害から，火口近傍
に登山客等が訪れる火山では、突発的な噴火に対しての登山者等への防災対策を緊急に行う必要がある． 
莫大な登山者を抱えている富士山では、標高2300m地点の五合目に年間300万人の観光客がおとずれ，年間約
30万人が山頂を目指している。五合目〜山頂までに滞在する人は1日最大で1万人を超す．また、富士山の北麓
では，徒歩による下山には山頂から5合目まで4時間程度、麓までさらに4時間程度かかる．一方、噴火発生時ま
で火口が何処にできるかわからない点、玄武岩質火山であるため噴火の兆候が検出されてから比較的短い時間
で噴火にいたる可能性がある点など，富士山における登山者に対する火山防災上の問題点は多い． 
噴火発生時に迅速な避難が行えるように，山梨県では，2014年11月に富士山を訪れる登山者および観光客を対
象とした防災対策の検討を開始した．その第1弾として，5合目付近に来訪者への情報提供のために，噴火に遭
遇した場合の避難経路を示した「富士山噴火時避難ルートマップ」を作成し，登山シーズン開始前の2015年6月
に公表した．その結果、噴火時に火口の位置情報をどのように伝えるか、ルート情報をどのように伝える
か、避難経路の読み取り難さ、噴火時に本当に使えるか、静岡側の登山道との連携など課題が多く出され
た．今後，これらの課題を踏まえて，避難計画や情報網の整備，情報発信体制の強化などの対策を講じること
が重要である．
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